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虫回虫体壁筋細胞について

石川 道雄

名古屋大学医学部解剖学教室

（昭和33年 11月20日受領）

はじめに

捌虫筋細胞は収縮性繊維部と，核及び筋形質からなっ

ている髄胞部とからできている。

収縮性繊維部については，すでに1860年 Schneiderの

比較的詳細な研究が発表され，次て Biitschli( 1892), 

Rohde ( 1892), Apathy (1893, 1894), Schneider (1902), 

Bilek (1909), Goldschmidt (1910), Cappe de Baillon 

(1911), Plenk (1924）等によって，更に詳細に研究さ

れえが，収縮J性繊維部む繊維像の本態については，繊維

層仮（Schneider,Biitschli, Rohde），神経繊維（Apa-

thy），支持繊維及び収縮性繊維（Schneider, Goldsch-

midt, Bilek, Cappe de Baillon），仙紋繊維（Plank)

等の諸説があり， 今円に至るもなお一定していない。

髄胞部については， Biitschli (1809）が筋形質に網状

梢造を記載して以来，該構造の本態に関し，神経繊維説

(Apathy等〉，支持繊維説（Schneider,Bilek等〉，クロミ

ヂア説（Goldschmidt等〉，プラストゾーメン説（Plenk)

等の学説が現われた。

到＂＇虫筋細胞の構造主真「理解するためには ．先ずそれ

を細胞発生学的に考察し，次て細胞学的に検索し，生体

観察を併せ行うととが望ましい。夜、はとの見地から，師｜

虫筋細胞を観察して，興味のある所見を得たので，ζ こ

に報告する。

研究材料並びに方法

筋細胞の発生過程をふるために，支出畑虫 ascaridza

gallz・（Schrank）を使用した。白色レグホーンに水i:ji部

遊の成熟卵を食わせ，3日後，6～ 8日後，22～24日後用

殺して腸管を/Jfjき，Baermann氏法と，腸内容¢洗憐

液中からピペットて、採集した粘膜内仔虫，腸管腔内仔虫

について［fl；接観察を行つ，L 次てff虫を Zenker液て臣｜
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定し，パラフィンlて包埋して， 6μ 切片モ作り ，Ham-

atoxylin-Eosin屯複染色を行つえ。

細胞学的の検索！ては名古屋市の屠殺場て探取！た運

動の活溌な豚畑虫そ層［1去瓶て、，温度37°0r]lj後に保った

生理的食塩水rj1に入れて刊究室に持！：＞帰つえものを用い

た。固定飛として Zenker液，フォルマリン液，Kols-

ter液，Carnoy液， Bouin液を用いとのなお必要に応 4

じて凍結切片そ作成した。包埋法としては主としてパラ

フィン単包埋生行い， 61i 述続切片そ作成した。染色

法としては Zenker, フオノレマリン液固定のものは主に

Hamatoxylin・Eosin'11:複染色，アザン染色， Bielscho・司

wsky鍍銀法， SudanIII染色を，Kolster液固定のま

のは.Heidenhainの Eisen-Ramatoxy lin染色宅，Car--

noy固定のものは Schi旺 染色， Best染色を，Bouin

固定のものは Gomoriの Chrmhamatoxylin染色を，

凍結切片には Toluidinblau,Janusgriin染色を用いた。

生体観察には豚馴虫筋を和l裂し， グリセリンて封入

し，位相差訟を応用した。なおそれと併用して，凍結切

片を位相差顕微鋭によって観察した。

自己所見

(A) 鶏畑虫筋細胞の発生

〔1) 粘膜内仔虫（脱殻後 8日〉

仔虫はタ卜町葉，付1n翠及び内陸葉からなる。タ卜！日i葉は戸j"

皮と，角皮下の 1層の府平細胞とならなる。巾！！翠は均質

性て、腰状を呈し，細胞を備えない。内圧葉は管状缶呈

し， l層の扇平上皮からなるく第1図〉。

( 2) 腸管内（子虫（脱殻後 6「 8日〉

タト伍葉は角皮と角皮下の不規則に配列する周平和｜胞と

からなる。角皮下層をなすタ卜底葉細胞は増殖して巾腹中

に沈下し，中腹とと生に所謂間充織を形成する。内陸葉

性の管は直経を増し，その扇平上皮は規則正し〈配列し

て増殖するく第2図〉。

( 3) 腸管腔内仔虫（脱殻後22～24日〉

角皮は 3層からな心。両側中央に使状の突起を備えー
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事
織暗除

秘得議

第 1図 粘膜内鶏鯛虫仔虫（脱殻後 3日）の横断面

(5×40) 

第 2図 腸管内鶏畑虫仔虫（脱殻後 8Fl）の横断面

(5×40) 

第 3図 腸管内鶏虫回虫仔虫（脱穀後 22日）の横断面

(5×40) 

る。角皮下層は規則正しい 1／胃の周平上皮からなり，脊

腹正r），線‘両側中央線の 4ケ所て特に発達隆起して体l’t

r!1に突aいていと。夫ノセ，脊線，腹線，両側の側線を形

成す心。 rill充織は筋層を形成する。筋屑はすや規則正し

く 1 列に配列する筋細胞からなる。内肺葉細胞は，去）~

459' 

則正しく配列した l層の円柱上皮細抱からなるく第8

図〉。

( 4) 成虫

角皮は 3層からなる。角皮下層の細胞は境界が不明瞭

となり，所謂シンキチウムの状を呈するの筋屑は体腔と

角皮下層との問を占山る体壁の主要部をなす。筋層は一

列に縦走する筋細胞オ、ら成る。筋細胞は外側の筋繊維部
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第 4図 鶏虫回虫成虫の横断・面（5×10)

と内m~の髄胞部とから構成される。筋繊維部；ては長11油 lこー

平行して走る多数の筋原繊維が存在する。内{l-!IJの髄胞部

；ては胞体と，その内に核を備え，核はクロマチン乏しく

判明な仁を備える（第 4図〉。

(B) 豚畑虫筋細胞の出l定染色所見

豚胴虫筋細胞は3!:)9!)il]虫¢筋細胞とほぼ、同様の構造を傭；

λ，外側の繊維部と内側の髄胞部とから成る。

第 5図 豚虫回虫体壁縦断面，Zenker固定，Haema--

toxylin-Eosin染色（5×10）筋繊維は長軸に平行司

に走る筋原繊維からなる

( 7 ) 
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(1) 繊維部 reifen (nach Plenk）とが交互に存在する場合， C-St・

繊維部は長1jI1由に平行に走る多数の筋原齢惟からなり， 工・eifenのみの存在する場合（第 7図〉，叉は之等の St・

筋原繊維間：こは大小不同の微細球状の穎粒並びにミ‘トコ reifenが全く存在しない場合がある。即！？固定さ＇.L方，

ンドリアがある（第5図〉。 切断方向等によって Streifenは厚狭種々の像を呈する。

筋繊維は幅の広い Q-Streifen(nach Plenk）と幅の 筋繊維聞にはグリコーゲン穎粒や繊維部辺縁：こは脂肪

狭い Z-Streifen(nach Plenk）とが交互に存在すと場 滴が存在する。

合，Q・Streifenのみ存在する場合 OU6図〉，比較的幅の ( 2）一髄胞部

炊い C-Streifen(nach Plenk）と史に幅の狭い M・St・ 髄胞部は胞俸及び Dendriten様の突起とからなる。

第 6図 豚姻虫筋繊維横断面，Kolster固定，Eisen- 第 9図 豚胴虫筋髄胞部横断面，Kolster 固定，
Haematoxylin染色，（5×40）筋繊維には Q・Strei・ Eisen-haerna toxlin染色 (lo×40)

fenが存在す る

第 7図 豚虫回虫筋繊維横断面，Kolster固定，Eisen-

haematoxy lin染色，（5×40）筋繊維には C-Strei-

fenが存在す る

’第8図 豚姻虫筋髄胞部横断面，Zenker固定，Hae-

matoxylin-Eosin染色（10×40)

( 8) 

官体のほぼ中央に円形叉は楕円形の核モ備える。被膜は

さ許明て＼ 染色質に乏しく ， 巨大な核小体 1~2 個を算え

る（第8図〉。胞体内には小球状，小伴状叉は糸状のミ

トコンドリアを備えるく第9図〉とともに，Gomori 陽

性頼粒や脂肪滴（第10図〉及び多量のグリコーグンを包

蔵する。更に胞体内には Toluidinbrau可染の虎斑様物

質が存在するく第11図〉。なお抱体内には平滑微細な神

経原繊維様の繊維が錯走し，Dendriten様突起内に進入

する（第四図〉。

( 0) 豚畑虫筋細胞の位相差顕微鏡（PCM）所見

(1) 繊維部

筋繊維は長軸に平行に走る長い筋原繊維からなり，P

第 10図 豚畑虫筋髄胞部横断面， フ 才 Jレマリユ／固

定，SudanIII染色（5×40)
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第 11図 豚畑虫筋髄胞部横断面，凍結切片，Tolu-

idinblau染色（5×10)

第 12図 豚掴虫筋髄胞部横断面， フォ Yレマリユ／固

定，Bielschowsky染色（5×40)

第 13図 豚姻虫筋繊維の P.C.M.所見，暗照（5×
40) 

c M鏡下て、，明るく見える部分とll(iく見える部分とが交

46] 

第 14図豚姻虫髄胞部の P.C.M.所見，暗照 （5×

40) 

第 15図 豚畑虫筋細胞の P.C.M.所見，暗照（5×

40) 

る。胞体内に全体に亘り大小不同の細願粒並びに小球

状，細糸状体が充満している〈第14図〉ほか，なお胞体内

に暗い塊状叉は虎斑状を呈する物質が存在する。更に胞

体内に細い平滑な微細な神経原繊維様のものがあって，

Dendriten様突起内に進入する。 Dendriten様突起から

体腔の方向に大小不同の明るい Gomori陽性頼粒に一致

するものが放出するのをみる。放出著明の場合は胞体内

の虎斑状物質は少なく ，反対に放出不著明の場合は虎斑

状物質は多い。との所見から，髄胞部は神経分泌をいと

なむらしい（第15図〉。

考察

互に配列して，規則正しい鎖線ぞ示すことがある。筋原 畑虫筋細胞の機能を理解するためには筋細胞の発生を

繊維問にはII行い大小不同の頼粒並びにミトコンドリアが 究めなけねばならない。

存在し，更にグリコーゲン頼粒に一致する明るい小照 Hertwig ( 1906）は畑虫の筋細胞の髄胞部はタ卜旺葉性

粒や，辺縁部に脂肪滴に一致する明るい小球が存在する の上皮細胞の沈下に巾来し，繊維部は中座葉性の層仮に

く第13図〉。 よると述べた。

く2）髄胞部 只野（1957)はワマ畑虫筋肉系の発生について，次の

髄胞部は胞体及び之から出る 2乃至数個の Dendriten ように述べている。 S2(EMSt）球から生じた中腔葉が内

様の突起とから成る。 P0 M所見ては核は不著明てあ タ卜両腔葉からなる細胞壁の問に帯状に発達し，前後にの

( 9 ) 
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べをの後緩んで広がる。そ Lて，上皮およ YJ'.腸哨の形

成と共に両者の聞に原体腔 Primarybody cavityが現わ

れる。さらにとの部牙て介放する細胞が結合組織を形成

し，他のヰのは上皮に接近Lて筋系を形成する。

私の鶏胴虫ては，脱殻後 6 「 8円後の腸管腔内（f虫で

は，タ卜門葉細抱は増殖してIj1 R翠rj1＇.－：：沈下 L，所前問先織

奇形成する。次て脱殻後22～2411後の腸管内仔虫ては，

間充織才ら筋細胞が形成さJl〆L。

j胴虫筋細胞の繊維部につい℃は Biltschli( 18 9 2）は泡

抹構造主呈すると記fました。其の後 Apathy(1893）初

＼九すべての研究者は繊維構造を呈すると述べ／と。

Schneider〔1902）は繊維はキチン質により結合さJlる

と述，z,Cappe de Baillon はと）.Lに反対し士。繊維部

：τ1られる Streifen については，Cappede Baillon 

(1911), Ple叫c(1924）等の詳仰な研究がある。 Plenk

は Streifenは筋繊維の長制I~·＇：.平行に存在するから ， 偵

紋てはなく ，その部位の筋原線維が濃厚のために生ずる

と述べ，疋に筋細胞のh¥2断面において，Streifenの！flに

2列の線配列存ごみとめた。私の Kolster固定，Eisenh・

盆matoxylin染色所見において手 Q-Streifenの中に l

列，ときに 2ヂリの手泉配ヂリをふた。

胴虫筋細胞の髄胞部については，Biitschli ( 1890）が

筋形質内に網状構造を記取して以来，Rohde( 1892）は

筋形質内の特殊の繊維網は Spongioplasma であると述

べ， Apathy( 1893, 1894）は神経繊維であると記1l返し，

Schneider (1902）は支持繊維であると述べた。 Vejdov-

sky (1907)は胞体内の繊維惜j告は1.fi心小体の酵ぷ活動

により凝岡された Plasmastrome て＼；；ると述べえ。

Goldschmidt ( 1905）は該繊称は核から南来するクロミ

ジアであると述べた。併しその後核開は有形物質そ通過

どし，めないという学説が花配的となった疋め，彼の説は

かえりみられなかった。併し Claude( 1946）は遠心分

離法によりクロミジアの塩基性はリボ核酸によるととを

発見して以来，Goldschmidtの学説は再打注意されるよ

うになっと。 Bilek(1909）は筋形質の核の近くて核と

はなれて繊維の纏絡した Gitterkorbchenがあり，そjL 

から交持繊維が出ている左述べた。 Plenk(1924）は筋

形質は細如、粒の Plastosomenで満たされており，胞体

巾の空胞とか繊維とかは溶解，破壊等迫化現象にすぎな

いと述べた。

私の組織所見においては，髄l出部は胞体から 2乃イミ紋

個の Dendriten様の突起を備え，核は円形，核脱出ー明

て、染色質に乏しく ，巨大な核小体 1～ 2個がある。胞体

( 10) 
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内？こは虎斑様物質，神経原繊維様の繊維そ証明する。と

れらの所見は髄胞部が神経細砲であるととを忠わせる。

同時に胞体内には大小不同の分泌頼粒，Gomori 陽性の

頼粒があり，Pc M，法にて，Dendriten様突起から，

之等の頼粒が体腔に向って放散するのをみる。即ち髄抱

部は神経月、泌を営んでいると思考される。

むすび

A.潟畑虫筋細胞の発生をみるに

1) 腸管内仔虫（脱殻後 6～ 8日〉のタト腔葉細胞は増

殖して中躍中に沈下し，所謂問充織を形成する。

2) 腸管内仔虫（JI見殻後22～24円〉の問充織から筋細

胞が形成される。筋細胞はやや規則正しく縦に配列す

る。

3) 成虫は筋細胞は規則Eしく縦に 1列に配列する。

B. 豚畑虫筋細胞の組織所見をみるに

1) 筋繊維は筋原繊維から成る。筋繊維！日］にはグリ 2

ーゲン頼粒や，繊維部辺縁には脂肪滴が存在する。

2) 髄胞部は胞俸及（＇＇.之から出る 2乃至鼠・｛固の De-

ndriten様の突起とからなる。核は円形叉は桁円形，核ー

膜著明て、，染色質に乏しく ，巨大な核小体が 1～ 2個存

在する。胞体内に虎斑様物質を認め，叉神経原繊維様繊

維が存在する。しかも胞体内には大小不同の介泌頼粒が

あり，Gomori 陽性を呈する。とれらの頼粒はEc M法

にて突起から放散するのが3られる。

書き終るにのぞみ，御校聞を賜った戸苅教授に深 〈感

謝します。

本論文の要旨は第 11回日本寄生虫学会西日本支部大

会，第25回日本寄生虫学会に発表した。
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Summary 

Information about embryology and morphology 

of ascaris muscle cells is very limited. In the 

present paper a further e旺ortwas made to investi-

gate the development of muscle cells in Ascaη：＇dz"a 

( 11) 
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gall£ and histology of muscle tissue in A. suilla. 

Results obtained were as follows : 

A) Development of muscle cells in A. galli 
1) Cells originating from ectoderm cell in larvae 

occurring in the host’s intestine proliferated and 

were brought into mesenchyme. 

2) Muscle cells developed from mesenchyma of 

larvae occurring in the intestine of the host (22-24 

days after hatching) and were arranged in a 

longitu¢l.inal row. 

3) Muscle cells in adult worms were also ar-

ranged regularly in a row. 

B) Some histological findings on muscle cell of A. 

suilla 
1) Muscle fiber was composed of myofibril. Gly・

cogen granules were observed among the muscle 

fibers and lipid droplets occurred in the peripheral 

part of the fiber. 
2) Muscle cell was composed of two zones, a 

fibrillar zone with two or more innervation process 

like ' dendri ten’and protoplasmic zone contammg 

round or elipsoidal nucleus, membrane of which 

was conspicuous and less stained. In the nucleus 

one or two large nucleoli with various size, 

which were positive for Gomori’s stain were 

observed in fibrillar zone. These granules dis-

charged from the process, were visible by the use 

of phase-contrast microscope. 




